
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
令和５年中、都内の救急出場件数は過去最多の９１８，３１１件でした。 
令和６年は、それを更に上回るペースで増えています。東京消防庁では、救急出場が特に増 
加した場合、ホームページやＳＮＳで 「救急車ひっ迫アラート」を発令し、救急車のひっ迫状況 
をお知らせしています。 
 

「救急車ひっ迫アラート」発令時のように、救急出場が増加した際は、 
いつもより遠くの救急車が駆けつけることとなり、救急車の到着が遅れる 
恐れがあります。いつも以上に、体調管理に注意をお願いします。」 

矢口消防署からのお知らせ（８・９月号） 

９月９日は、救急の日  救急医療週間 ９月８日(日)～９月１４日(土) 
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救急車を呼ぶときは、お一人の電話でかけ続けるようお

願いします。１つのけがや病気の通報を複数の電話で行

うと、受付で同一のものと判断する作業に時間がかかり、

他の１１９番通報を受付できなくなります。 
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９月１日は、関東大震災が発生した日であるとともに、暦の上では二百十日にあたり、台風シーズンを迎

える時期でもあり、また、昭和３４年９月２６日の「伊勢湾台風」によって、戦後最大の被害を被ったことが契

機になって、昭和３５年、地震や風水害等に対する心構えを育成するため、防災の日が創設されました。 
 

～心構えを育てよう～ 


